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インターバンクの声 （2016 年 1 月 6 日） 
 

新年初取引日の４日は、アジア、欧州、ニューヨーク、ほとんど全ての株式

市場が最悪の年明けとなったが、昨日は欧州やニューヨーク株式市場がどう

にかプラス圏で取引を終えている。ただ為替市場については、株式市場と同

じような具合にはなっておらず、ユーロは昨年１２月上旬に付けた１．０７

ドル台後半の水準を割り込み、英ポンドは昨年４月の最安値近くまで下落し

ている。要するにドルがほとんどの主要通貨に対して強くなっているのだが、

例外なのは対円の動きだ。４日のドル安値水準１１８円７０銭台はどうにか

割り込まずに済んでいるが、１１９円台中盤での上値はいかにも重そうだ。

今日のアジア時間も日経平均や上海総合指数の値動きを気にしながらの取引

になりそうだが、中東情勢の地政学リスクを含めた今後の不透明感に加え、

米国の年内の利上げ回数を占う鍵にもなりそうな米雇用統計発表も控えてい

るとあって、簡単には上下どちらにも大きくポジションを傾けるのは難しそ

うだ。ドル円については、どうしてもドルが少し買われることがあれば、そ

こでドル売り参入するのが足許での安全策に見えてしまう。 
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